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一般社団法人 大学コンソーシアム熊本 

令和４年度 第３回教育のあり方に関する協議会議事要録 

１．日 時 令和 ５ 年 ３ 月２３日（木）１０時００分から１０時４５分 

２．場 所 オンライン（Zoom） 

３．出席者 

  講 師 富永 哲生（熊本経済同友会 副代表幹事） 

  出席者 甲斐 広文（企画・運営委員長：熊本大）、上野 伸一（九看大）、北村 敏夫（九ル大）、西
村 明博（学園大）、三浦 幸輔（県技短）、鈴木 元（県立大）、河瀬 晴夫（熊保大）、岡
原 安利（尚絅大）、長島 宏一（崇城大）、橋本 成人（東海大）、賀来 英之（代理：中九
短）、浦上 仁史（平音大）、岩井 政樹（代理：熊本県）、宮田 侑司（代理：熊本市）、阪
本 達也（学生教育部会長）、大谷 順（国際交流部会長） 

欠席者 佐藤 敏明（熊高専）、鶴濵 邦一（中九短）、小川 剛史（熊本県）、迫本 明（熊本市）、
村田 浩平（地域創造部会長）、宇佐川 毅（教員免許状更新講習・教員養成等事業部会長） 

陪席者 内山 佳世（熊本大）、井坂 和義（中九短）、久米田 将典（熊本県） 

事務局 松村 健史（局長）、吉永 貞弘（次長） 

４．講 演 

（１）議長（企画・運営委員長）より講演の前に以下の発言があった。 

本協議会については、大学コンソーシアム熊本の中期計画において、①地域の行政や産業界との

連携、②教育環境の向上の指標のもと、年３回以上開催することとしている。 

第３回目の本日は、熊本経済同友会 副代表幹事 富永 哲生 様から「企業にとって必要とされる

人材、期待される人材」について３０分程度講演をいただいた後、質疑応答・意見交換を行う予定

である。ご質問については、ご講演のあとに時間を設けたい。 

（２）講演「企業にとって必要とされる人材、期待される人材」 

   熊本経済同友会 副代表幹事 富永 哲生氏から講演があった。 

   この後、以下の質疑応答・意見交換があった。 

（質問）一つ目はグローバル化について、外国人の雇用とか雇用の多様性は、どのように思われている

のか、二つ目はご本人の考え方で結構だが、単独でできることと単独でできなくて、業界とか国

全体とかでないとなかなか改革が出来ないことがあるが、どのように考えられているか？ 

（回答）一つ目のグローバル化について、簡単にはいかないが、特に海外との貿易をされているところ

は意識が強いと思うが、国内の一部と取引を行っている会社では国際間の取引はないが、今、外

国人の労働者が入ってきている現状で、日本人がやらなくなった仕事を支える層とＴＳＭＣみた

いな技術職であったり、頭脳集団が入ってきている。色々ステージを変えて考えていかないとグ

ローバル化による外からの労働者の補充の問題は解決しないし、これは日本の中で特に大きな問

題であるので、経済界とか行政を含めて、取り組まないと日本の未来に大きくかかわってくる問

題かと思う。 

二つ目は、例えば九州の中の国立大学の横のつながりを作るとか、コンソーシアムを作るとか、

業界団体であれば文部科学省であったり農林水産省と交渉できたりする。一社でもできないこと

が力を束ねることで出来ることはたくさんある。 

（質問）一昨年、熊本大学と肥後銀行が包括連携を締結した際、有償インターンシップの話があり、企

業の中でも担当課によっては、秘密保持の観点から、インターンシップを受け入れやすい課とそ
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うじゃない課がある。その中で、肥後銀行では広報課であれば有償インターンシップを受け入れ

てくれる話があり、来年度以降、実施することになっている。学生の視点から、どういう風に銀

行自体の話を外に発信していくかが、学生の若い視点が広報の分野で必要であること話があった。

経済同友会には様々な企業があり、それぞれの企業のどうゆいう部署が有償インターンシップを

受け入れてくれるかを大学側と共有しながら、学生たちにチャンスを作って行けたらと思ってい

るが、いかがか？ 

（回答）金融関係の肥後銀行では、広報関係は大変受け入れやすい部分である。今年４月からは、経済

同友会では、学生とのミーティングの機会を作りたいと思っている。なかなか企業の社長の人た

ちと直接話す機会は、学生にはないと思うので、まず座談の場を作り、学生の意見を聴くととも

に学生の悩みとか、企業に対するイメージとか、会社とかと交流を行いたい。近い場所で対談で

きるのは価値のある経験になると思っている。経済同友会の中にはたくさんの企業があるので、

インターンシップの受入の窓口を作っていければと思っている。 

（議長）インターンシップに関しては、最低でも１か月、半年位かけて、産官学で連携して学生に学び

の場を与えるべきだと思っている。本日は、地域の産業界と大学、コンソーシアムとの連携という

ことで、産業界を代表して熊本経済同友会からご講演いただいた。以上で、本日の協議会は終了す

る。 

以上 


